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２０１９ 年 ４月

７名 内　・ 外 ・ 両方

４５　　　　歳（ 最高　５５歳、最低　４２歳 ） ２回

 本テーマで　４　件目  社外発表　２　件目 １時間

２０２２年　４月　～　２０２２年　９月 １２回

勤続 ８ 年

本 部 登 録 番 号 1696-4 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタ

製品搬送トラブル撲滅

PrincipleＱＣサークル紹介
発 表 形 式

フラッシュ製造統括部 フラッシュ製造課

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

私達キオクシア株式会社は「記憶”KIOKU”」とギリシャ語で「価値」

を表す”AXIA”を組み合わせ、キオクシアと名付けました。人々や社会

が生み出す「記憶」で、新しい価値を創り出し世界を変えていく存在になり

たい。そんな思いがこの社名には込められています。

キオクシア株式会社は四日市市に製造拠点を構え、世界最大級の

フラッシュメモリ工場で、半導体フラッシュメモリを製造しています。製品

は自動で搬送車により工場内を移動し、製造装置へ運ばれます。

そして製造装置では製品の処理を自動で実行します。

活動前のサークルレベルは、Cゾーン。

知識技能向上・改善に対するやる気を活かし、サークルレベル・

リーダーレベル Bゾーンを目指し活動します。

サークル紹介です。

サークル名はプリンシプル、原理・原則に基づいてメンバー1人1人が

自ら考え行動・判断する事が出来、臨機応変に動けるチーム作りを

したいとの思いから命名しました。サークル員は、向上心を持ち、

”たゆまぬ改善” を怠らないメンバーです。
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製品移載エラーに関しては前期（21年上期）搬送ポジションの

位置ズレが原因と考え、カメラによる位置確認を行いながらの見える化

対策を行いましたが、製品移載エラーは継続して発生しており、見える

化対策の効果を実感する事は出来ませんでした。

テーマ選定では、人員生産性向上に繋がるテーマをメンバー全員

で抽出。評価の結果からチョコ停（アシスト対応）に着目しました。

チョコ停（アシスト対応）の中で、全体の23%を占めている、

”製品移載エラー”に焦点を当て活動を進めて行きます。

そこで、製品移載エラーとはどの様な状態で発生するかを再確認しました。

症状として、製品を装置に乗せた際、荷下ろしセンサー（2か所）

がONにならない場合に発生します。

活動目標として、

なにを：製品移載エラー件数・対応時間

いつまでに：2022年9月30日までに

どうする：件数0件／0時間 サークルレベル Ｂゾーンとして、活動開始

しました。

活動期間は、2022年4月1日～9月30日（183日間）にて、行い

ました。

製品移載エラー発生した搬送ロボットの荷下ろしセンサ部を観察すると、

シャフトに異物（粉）が付着している事を発見。

この異物（粉）の影響により、固定金具とシャフトの動作に不具合をきた

しセンサがONしないと仮説を立てました。



シャフトに付着している異物（粉）を除去し、動作を確認すると、搬送

移載エラーの発生は無くなりました。仮説は正しい事が証明され、今後

は、定期的にシャフト・固定金具周辺の清掃を行えば解決です。しかし、

サークルメンバーでは、なんとも言えない ”もやもや感”が拭えません。

サークル員の”たゆまぬ改善”、やるからにはとことんやり遂げましょう。

メンテナンスフリーを目指し活動継続です。

まずは、異物（粉）の発生源調査です。

異物（粉）が付着していたシャフトを高倍率で観察すると擦れキズがあ

る事が判明。更に、動作の観察を行うと、製品により偏荷重がかかり、

シャフトと固定金具が接触している事が判明。

異物（粉）の正体は、金属粉と判明しました。

要因解析です。

問題点の偏荷重が発生するを特性要因図を用い分析した結果①固

定金具組付けばらつき ②搬送アーム傾きの2項目が主要因として挙

がりました。

①固定金具組み付けの検証です。

実際にエラーが発生した装置7台は全て規格内で取り付けられており、

固定金具取付けNGが原因で、シャフトと固定金具の擦れが発生している

とは考え難い事が判明しました。

②搬送アーム傾き検証です。

搬送アームが製品をセットしている状況を観察すると、製品の重さに

よって搬送アームが傾いた状態で製品をセットしている事が判明。

偏荷重の原因は、搬送アームの傾きによる製品セットが原因と分かり

ました。



偏荷重による擦れ対策をメーカーへ相談。

搬送アーム傾きは、構造上起きる現象であり、対策品を持っている

との朗報。しかしながら、対策品は高額であり、全棟数十台に展開

する事は現実的ではありません。やはり、定期清掃しか道はないのか。。。

サークル員で、何かアイデアは無いか、緊急ミーティング開催しました。

シャフトの傷・汚れのメカニズムは判明しています。搬送アーム傾きによる

シャフトへの負荷軽減出来るアイデアの抽出を行いました。

7項目の対策案をマトリックス図を用い評価した結果、シャフトに

保護テープを巻くが最も点数が高かった事から、対策の検証を行って

いきます。

技術担当者より、テープ専門メーカーを紹介頂き打ち合わせを行った

結果、■カプトン粘着テープ ■フッ素樹脂フィルムの2種類に決定

評価を行いました。

保護テープの評価を行う上で、結果が出る迄生産装置を使用する事は

現実的ではありません。短期間で検証出来る 加速実験機を作成。命

名：プリンシプルＲ号機です。

加速実験機は、10年＝20日間で検証する事が出来ます。

保護テープの評価を開始しました。



評価の結果、保護テープの継ぎ目からテープが剥がれてしまい

カプトンテープ：7日目（3年半相当）

フッ素樹脂テープ：9日目（4年半相当）

以上の結果となり保護テープでは、効果が出ない事が分かりました。

しかし、材質が樹脂だと摩擦されにくいという明るい材料を得る事が

出来ました。

更なる対策案を検討しました。

シャフト材質変更・形状変更にチャレンジします。

保護テープの結果を踏まえ樹脂の材質は摩擦の影響を受けにくいとの事

から技術担当者より、樹脂メーカーを紹介して頂きました。

樹脂メーカーと仕様決めを行いました。

対策１材質変更

現状（SUS）⇒ 変更（樹脂）へ変更しました。

対策２カラー設置

シャフトと固定金具の干渉軽減を目的としてカラーを設置しました。

次に構造上にて、偏荷重を軽減出来ないか仕様を決めて行きました。

シャフト先端形状をキノコ型から円柱へ変更する事により、偏荷重を

軽減する事が出来ました。以上により、全ての仕様を決定する事が

出来ました。

ついに、MADE IN 四日市

シャフト・カラーの完成です。



改善ポイント5項目

①偏荷重抑制 ②摩擦係数低減 ③耐久性維持

④汚染リスク回避⑤組付けばらつき抑制

最高傑作と自画自賛のパーツが完成しました。

対策実施です。

対策パーツを取付け加速実験機にて評価を行った結果、10年以上活

用出来る事を確認する事が出来ました。次にモデル機へパーツを装着し

評価を行いました。

結果、製品移載エラー発生が無い事を確認する事が出来ました。

効果の確認です。

トラブル件数・時間”ゼロ”達成、サークルレベル”Bゾーン”達成する事が出

来ました。

今回実施した活動内容を歯止めとし、横展開を行って行きます。

日々の業務の合間を縫っての活動であり、時間調整に苦労しましたが、

サークル員の結束力を最大限に生かして、満足のいく活動を展開する事

が出来ました。

ご清聴ありがとうございました。


